
 

 

 

 

よき学校文化を育む  

  着任のあいさつ   

令和 7 年度より北区立王子桜中学校長の辞令を拝命いたしました、阿久津光生です。私は、

本校に平成 22 年〜25 年までの 3 年間、副校長として勤務をさせていただきました。その後、

堀船中学校に異動となり、通算 12 年間副校長・校長を務めて参りました。この度、王子桜中

学校に再び勤務するご縁をいただいたことに、心より感謝し、全身全霊を傾けて職務に励む所

存です。 着任にあたり、地域の皆さまから温かい励ましのお言葉を頂戴し、学校への期待を感

じるとともに、長年にわたり学校が地域の皆さまから支えられていることを改めて実感いたし

ました。 今まで初代校長中尾豊三郎先生、第二代校長富張雄彦先生、第三代校長吉原健先生が

築き上げて来てくださった良き伝統と素晴らしい校風をしっかり受け継げるよう、鋭意努力し

て参ります。  

また、同時に昨年度策定された「北区教育ビジョン 2024」の中で謳われている新たな取組に

も、取り組んで行きたいと考えています。 例えば、「主体的に社会の形成に参画するための多

様な力を伸ばす」という項目の重点事項として「社会的・職業的自立に向けた能力・態度の育

成」が挙げられております。 現在、社会はアフターコロナのフェーズを迎え、テレビや YouTube

等では、転職に関するコマーシャルが圧倒的に増えていることは誰もがお気づきのことかと思

います。これは、コロナ禍を機に、テレワークや時差出勤の普及など、働き方の多様化や働く

ことへの意識の変化が促され、キャリアを見直した人が非常に多くいることの現れでもありま

す。さらには、兼業や副業などを促す機運も高まり、フリーランスという働き方もこれまで以

上に注目されています。終身雇用が当たり前ではなくなりつつある中で、働き方は多様化の一

途を辿り、働く人の動きも活発で流動的になっています。つまり、働き方や、ひいては生き方

を企業が決めてくれる時代は終わり、働く個人一人一人が常に考えながら選び取っていかなく

てはならない時代が到来したということです。 こうした「現在」と、さらには AI の急速な進

化や予想だにしない技術革新が待ち受けているであろう「未来」を生きていく子どもたちに対

して、私達がなすべき教育とは何なのか、自らにそう問うたときにこそ、この「北区教育ビジ

ョン 2024」の出番であり、取組の方向にある「社会的・職業的自立に向けた能力・態度の育成」

なのだと、私は考えます。そして、こうした能力や態度の育成のため、私は北区の重点事業で

ある「アントレプレナーシップ教育」にも取り組んでいく必要があると考えております。北区

ゆかりの偉人渋沢栄一翁をはじめ、起業家精神溢れる人物やその思考法から学ぶことで、自ら

課題を見つけて、課題解決に向かってチャレンジし、他者と協力しながら解決策を探求するこ

とができる生徒を育てていきたいと考えています。   

最後になりましたが、我々教職員の力を結集して「チーム王桜」として、生徒一人一人の良

さや可能性を見出し、確かな学力の定着と豊かな心の醸成を図って参ります。そして、どんな

時代の変化があろうとも、たくましく生き抜く力を子どもたちに育んで参りますので、保護者

・地域の皆さまには、今後ともご理解・ご協力の程、何卒お願いいたします。  

・  

校長 阿久津光生 
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王桜中だより 



今月の行事予定  

日  曜日  4 月行事予定  日  曜日  4 月行事予定  

7 月  始業式 小学校入学式  19 

 

土  

 

土曜授業 保護者会(全体・学年) 

3 年修学旅行保護者説明会  8 火  第 21 回入学式部活動再登校 16 時以降 

9 水  2,3 年給食開始 1 年午前授業  21 月  生徒会朝礼 避難訓練  1 年心臓検診  

10 木  1 年給食開始 生徒顔写真撮影  22 火  中央委員会 眼科検診(全) 

11 

14 

金  北区基礎基本調査(全学年 5 教科) 23 水  王子桜中 SF 研修会   部活動再登校  

月  全校朝礼 一迎会(午後) 24 木  耳鼻科検診(全) 

15 火  職員会議  1 年図書オリテン  25 金  離任式   2 年内科検診  

16 水  北区教育研究会(午後) 部活動再登校  28 月  生徒会朝礼 委員認証式  

17 木  3 年全国学力調査 歯科検診 (1 年・ 2 年 1,2 組 ) 29 火  昭和の日  

18 金  専門委員会 1 年内科検診  30 水  校内研修会  

令和 7 年度学校経営の重点について  

教育目標    ……  自主・創造・飛翔                 

 

  

《育てたい生徒像》  

  ○夢や目標の実現に向けて、よく学び，粘り強く努力する生徒【自律】  

 ○［チーム王桜］の一員として、学び合い，助け合い，高め合える生徒【自立】  

 ○よりよい学校づくり，地域づくりを目指し、自ら進んで行動する生徒【参画】  

 

 

《学校経営の重点》※一部抜粋  

 ①日々の授業の充実と教員の指導力の向上  －生徒と教師の学びの充実－  

  ○ユニバーサルデザインの視点を生かした授業・学級づくり，校内研修の工夫と充実 

  ○［教科指導と生活指導を一体化］させた授業づくり 

○［対話］を学習過程に位置づけた授業デザインの工夫  

○各教科の特性を生かした［きたコン］の効果的活用（授業及び家庭学習）      

②組織的な生活指導と安全管理の徹底 －いじめの未然防止と不登校への支援－  

 ○小学校や地域と連携した防災安全教育の充実  

  ○全校組織を生かしたいじめの早期発見と早期対応  

  ○不登校生徒に対するきめ細やかな支援、［王桜ルーム］での支援の継続 

  ③特別支援教育の充実 －個に応じたきめ細やかな支援－  

   ○特別な配慮や支援を必要とする生徒へのきめ細やかな対応  

  ○特別支援教育に関する教員の指導力の向上と校内支援体制の充実  

  ④道徳教育の充実と豊かな心の醸成 －よりよい生き方の追究－  

  ○地域と連携したボランティア活動の推進，ボランティアの学校文化の醸成  

  ○豊かな感性や情操を育む読書活動の充実と学校図書館の活用  

 

 

 

 


